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総括評価シート

1-①

1-②

1-③

1-④

1-①

1-①

1-②

1-②

1-③

1-③

1-③

1-③

被災建物修繕・安全対策補
助事業

平成30年6月に発生した大阪北部地震及び9月に発生した台風21号
等により被災した、居住又は使用をしている建物の修繕やブロッ
ク塀等の撤去・フェンス等の新設を行った場合に、それに要する
費用の一部補助を実施

枚方市道路長寿命化計画事
業

枚方市公共施設マネジメント推進計画において策定が位置づけら
れた「枚方市道路長寿命化計画」について、内容の検討を進める
とともに、当該計画事業に係る道路構造物などの現地調査を実
施。また、効率的・効果的で持続可能な道路の維持管理を促進す
るため、「舗装長寿命化修繕計画」を策定

0

196,180
住宅・建築物耐震化促進補
助事業

建物の耐震化を進めるため、「枚方市住宅・建築物耐震化促進計
画（第Ⅱ期）」を策定し、一定の条件に該当する個人所有の住
宅・建築物の耐震診断、耐震改修設計、工事及び除却に要する費
用の一部補助を実施

市民の防災意識を高めるため、防災啓発ブースを出展し、非常時
持ち出し品の確保など防災知識の普及を図った他、主に地域自治
会等を対象として防災出前講座を実施

地域の防災力向上を図るため、自主防災訓練への支援や自主防災
活動費の補助を行うとともに、校区の防災活動を推進する地域の
人材である地域防災推進員の育成・継続的な支援を実施

自主防災組織強化支援事業

災害発生時に高齢者や障害者等が逃げ遅れることのないよう、名
簿への登録や地域での避難支援者の設定などにより避難支援体制
を確保。災害ボランティアセンターの円滑な設置・運営に向け、
ボランティアへの研修やシミュレーションも実施

35,616
災害時要援護者避難支援事
業

14,135

312,011

16,030

防災体制強化事業

防災啓発事業

56,218

土砂災害特別警戒区域内建
築物に対する支援事業

73,649

土砂災害から市民の生命及び身体を保護するため、土砂災害特別
警戒区域内の既存不適格住宅の移転及び補強対策に要する費用の
一部を助成する制度の運用を開始し、併せて助成制度の周知を実
施

施策の推進に要したすべての費用

市の防災体制の強化を図るとともに、市民一人ひとりが防災意識を高め、大規模災
害の発生に備えます。
市民、市民団体、事業者、行政がお互いに協力し合える関係をつくることで、地域
における防災力の向上を図ります。
地震等の災害発生時に、被害を軽減できるよう、建築物の耐震化や、道路、橋梁、
上下水道などの都市基盤の計画的な維持管理を図るなど、災害に強い、まちづくり
を進めます。
公共下水道の雨水排水施設の適切な管理や計画的な整備を進めるなど、浸水被害の
軽減を図ります。

約１８４億５９０８．６万円

事業費（千円）実行計画の事業実績（平成28～30年度）

4つの重点的に進める
施策との関係

所
管
部

市民安全部
産業文化部
福祉部
都市整備部
土木部
上下水道事
業部

基本目標

取り組みの方向

安全で、利便性の高いまち

施策目標 １．災害に対する備えができているまち

業務継続計画（BCP）に基づき、災害時の業務継続体制を確保。
また、自然災害の発生に備え、地域防災計画に基づき重要物資等
の防災備蓄品を選定し管理を実施。災害情報システムを活用した
訓練を実施。大阪北部地震及び台風21号の災害対応の中で顕在化
した課題の分析を踏まえ、初動マニュアルを策定

1



1-③

1-③

1-③

1-③

1-③

1-④

％ → ％ →

％ ％

戸 ％

H29

18.8

実績

浸水対策推進事業

水道水を安定的に供給するため、経年劣化が進む中宮浄水場につ
いて施設の更新事業に着手。また、災害発生時の市内各地の応急
給水に対応するため、受・配水施設への緊急遮断弁の設置及び耐
震化を推進

H28 H29

指標の説明
重要物資備蓄品のなかで特に重要であるアル
ファ化米と毛布の備蓄量／備蓄目標量

目標

88.9 86.7

R1(H31)

目標
単位

災害発生時の被害軽減や施設の維持補修等係る財政負担の平準化
を図るため、市内126橋を対象とした橋梁長寿命化修繕計画に基
づき、橋梁の修繕工事・耐震化工事を実施

66.7

2,140,320

道路の効率的な維持管理を図るため、市内の幹線道路12路線（牧
野長尾線等）を選定し、路面損傷等の調査を行い補修方法を検討
し、計画的にリフレッシュ整備を実施

272,440

88.9

実績

R1(H31)

実績

指標の説明

H30

実績

H27

149.2106.3

R1(H31)

1-③ 橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕率

R1(H31)

198,886

1-② 自主防災組織が年1回以上の訓練を実施した割合

-

橋梁の修繕・耐震化事業

7,007,624

浸水被害対策等に備え、下水道施設（河川、水路、管渠）の清掃
及び維持補修等を迅速に実施するとともに、下水道長寿命化計画
として、汚水管渠長寿命化工事を行い、ポンプ場遠方監視設備更
新工事(雨水大ポンプ場）の長寿命化工事に着手。また、「枚方
市下水道ストックマネジメント計画」を策定

浸水被害の軽減に向け、雨水幹線管渠や水路、ポンプ場の整備を
推進。また、近年の豪雨に対しては、蹉跎排水区及び楠葉排水区
における下水道浸水被害軽減総合計画に基づき雨水貯留施設等を
整備

1-① 重要物資備蓄目標達成率

水道施設更新・耐震化事業

水道水を安定的に供給するため、水道管路の更新・耐震化や鉛製
給水管の取替え等を実施。水道施設・管路の更新及び耐震化を効
率的・効果的に推進するために、「枚方市水道施設整備基本計
画」を策定

水道管路更新・耐震化事業

36.6

H27
単位

40.2

主要道路修繕事業

H28 H29

2,641,574

下水道施設維持管理事業

年1回以上の訓練を実施した自主防災組織の数／
全自主防災組織の数

単位

5,494,403

-

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

【満足度】
防災体制が整っていると感じている市民の割合

【重要度】
災害に備えるための施策が重要だと思う市民の割合

131.2

目標

単位

93100

R1(H31)

18.8 37.5 62.5

H27

47.9

単位

595

目標

H29 H30

148.5

H27

77.8

実績

R1(H31)

1-③ 民間木造住宅耐震改修戸数（累計）

目標実績

R1(H31)

H30

67.1

指標の説明
「枚方市木造住宅耐震改修補助金交付要綱」に
基づく木造住宅耐震改修補助等により改修・除
却（解体）した戸数（累計）

H28

-

H30
単位

指標の説明

534 700

H27 H28

橋梁長寿命化修繕計画に基づく整備済橋梁数／計
画における整備予定橋梁数

37.2

H27

320

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

474

76

81

86

91

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
100
110
120
130
140
150

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

目標値

300

400

500

600

700

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

10
20
30
40
50
60

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値
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％

課題や今後の対応

　5つの客観的指標のうち、3つについては既に目標値を達成しました。残りの2つについては、目標値には達してい
ませんが、策定時の値は上回っていることから、施策として一定の成果はあったと考えられるものの、主観的指標の
推移によると、満足度については平成27年度と比較して下落しています。一方で、重要度については平成27年度と比
較して上昇していることから、その要因を分析し、市民の満足度を高めるために、重点的な取り組みを行っていく必
要があります。
　また施策評価員から、「近年の想定以上の自然災害を目の当たりにすると、市民に満足していただけるレベルも上
がっていると思われるため、防災体制の強化が必要である」との意見をいただいており、今後は、行政や地域それぞ
れの役割の検討を進めるとともに、専門機関と連携しながら、事業者等との災害時応援や情報収集手段の充実を図り
ます。

1-④ 主要な雨水幹線管渠の整備率

単位

施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「防災体制が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較して0.6ポイント下落し
ており、目標値の達成には至りませんでした。一方、重要度については平成27年度と比較して、0.4ポイント上昇しています。

・【大規模災害発生への備え】として、防災体制強化事業や防災啓発事業などに取り組みました。施策指標「重要物資備
蓄目標達成率」については、既に目標値を達成しています。

・【地域における防災力の向上】として、自主防災組織強化支援事業や災害時要援護者避難支援事業などに取り組みまし
た。施策指標「自主防災組織が年1回以上の訓練を行った割合」については、策定時の値（77.7％）と比較して11.2ポイント
上昇しているものの、目標値達成に向けて引き続き取り組みを進める必要があります。

・【災害に強いまちづくりの推進】については、住宅・建築物耐震化促進補助事業や橋梁の修繕・耐震化事業などに取り組
みました。施策指標「民間木造住宅耐震改修件数」については、平成29年度に目標値を達成したため、新たに目標値を設
定し、引き続き取り組みを進めています（※当初目標値500戸）。また、「橋梁長寿命化修繕計画に基づく修繕率」について
も、策定時の値（14.6％）と比較して33.3ポイント上昇しているものの、目標値達成に向けて引き続き取り組みを進める必要
があります。

・【浸水被害の軽減】については、浸水対策推進事業などに取り組みました。施策指標「主要な雨水幹線管渠の整備率」に
ついては、策定時の値（44.5％）と比較して1.1ポイント上昇しており、平成30年度に目標値を達成しています。

44.5 45.444.5

目標

H27

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

45.6 45.5

H28 H30H29 R1(H31)

主要な雨水幹線管渠の整備延長距離／計画延長
距離

実績

指標の説明

44

45

46

47

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値
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総括評価シート

2-①

2-②
2-③

2-④

2-①

2-①

2-②

2-③

2-④

％ → ％ →

実績

37.2

H27

36.6

4つの重点的に進める
施策との関係

所
管
部

目標

R1(H31)

-実績

市民安全部
総務部
健康部

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

施策目標 ２．災害時に、迅速・的確に対応できるまち

安全で、利便性の高いまち基本目標

災害情報などの緊急情報について、さまざまな情報発信手段を活用しながら、迅速
かつ正確に地域に提供する体制を整えます。
災害発生時に迅速な医療の応急処置活動が行える体制を整備します。
災害発生後から中長期間にわたり、地域に密着した継続的な公衆衛生活動が行える
体制づくりを進めます。
災害が発生した際には、市民、市民団体、事業者、行政がお互いに連携し、被害の
軽減を図ります。

単位

40.2

取り組みの方向

4,620

施策の推進に要したすべての費用 約９９２８．８万円

R1(H31)

実行計画の事業実績（平成28～30年度）

【満足度】
防災体制が整っていると感じている市民の割合

【重要度】
災害時に、迅速・的確に対応するための施策が重要だ
と思う市民の割合

事業費（千円）

単位

健康危機管理体制構築事業

地域の防災力向上を図るため、自主防災訓練への支援や自主防災
活動費の補助を行うとともに、校区の防災活動を推進する地域の
人材である地域防災推進員の育成・継続的な支援を実施

5,145

433

64,173

災害時における市民や来訪者の災害関連情報等の収集及び安否情
報の発信手段を確保するため、市民交流センター、メセナひらか
た会館、枚方公園青少年センター、サプリ村野の4拠点での公衆
無線LANの運用を開始。大阪府北部地震等の災害時には、誰でも
認証なしに使用できるよう、開放を実施

災害時に迅速かつ適切な医療救護活動が展開できるよう、「枚方
市災害時医療救護活動マニュアル」を策定し、体制整備を図ると
ともに災害医療連携訓練の実施や医薬品の備蓄等を推進

災害時の迅速かつ適切な支援のため、「枚方市保健医療調整本部
活動マニュアル」の整備や訓練の実施等により、健康危機管理に
係る役割分担の明確化や、被災者の心身における健康面でのケア
等の専門的な支援を図ることで、本市における健康危機管理体制
を構築

24,917
災害時における避難勧告等の情報を迅速かつ正確に伝達するた
め、同報系防災行政無線やメールサービス等の情報通信手段によ
る訓練の実施など非常時通信体制の強化を実施

公衆無線LAN環境整備事業

災害医療体制整備事業

非常時通信体制強化事業

69.7

【再掲】
自主防災組織強化支援事業

-

H27 R1(H31) -

70.1

4



件 人

分 ％

施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「防災体制が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較して0.6ポイント下落し
ており、目標値の達成には至りませんでした。一方、重要度については、平成27年度と比較して0.4ポイント上昇しています。

・【緊急情報を地域へ提供する体制の整備】として、非常時通信体制強化事業や公衆無線LAN環境整備事業などに取り
組みました。施策指標「災害時の情報発信手段の整備件数」については、目標値に向かって推移しているものの、達成には
至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。また、「ひらかた安全安心メール登録者数」については、策定時
の値（1,570人）と比較して611人増加しているものの、目標値達に向けて引き続き取り組みを進める必要があります。

・【災害時に応急処置活動が行える体制の整備】として、災害医療体制整備事業などに取り組みました。

・【災害後、地域に密着した継続的な公衆衛生活動が行える体制づくり】として、健康危機管理体制構築事業などに取り組
みました。

・【災害時に相互連携し災害の被害軽減を図る取り組み】として、自主防災組織強化支援事業などに取り組みました。施策
指標「救急車の平均到着時間」については、策定時の値（38.3分）と比較して4.9分短縮しており、めざすべき方向に沿った
推移をしています。

H30 R1(H31) H28
単位

93.033.0

実績

34.2

H29

実績

救急車を呼んでから病院に到着するまでの平均
所要時間 指標の説明

年１回以上の訓練を実施した自主防災組織の数／
全自主防災組織の数

単位
H30H27

めざすべき方向

H29

目標

9

H27

2-④ 救急車の平均到着時間【社会指標】

9

R1(H31)

実績 目標

H27

8

H28

9

　4つの客観的指標のうち、3つについては、目標値には達していませんが、策定時の値は上回っています。また、残
る1つの社会指標についても、めざすべき方向に向かって推移していることから、施策として一定の成果はあったと考
えられるものの、主観的指標の推移によると、満足度については平成27年度と比較して下落しています。一方で、重
要度については平成27年度と比較して上昇していることから、その要因を分析し、市民の満足度を高めるために、重
点的な取り組みを行っていく必要があります。
　また、施策評価員から「市民が災害時に情報を得る手段は、ホームページやＳＮＳなど、インターネットによるも
のが増えているとはいえ、ＦＭ放送等のメディアも多いと思われる。特に若い方々や、新たに枚方市に転入された市
民にも、各メディアは認知されているのか」との意見をいただいており、今後は、防災アプリの開発など、引き続き
情報発信手段の整備を進めるとともに、平常時から各メディアに親しむ機会を設けることで、災害時の情報発信手段
としての認識を深めていただくための取り組みを推進します。

2-④【再掲】 自主防災組織が年1回以上の訓練を実施
した割合

指標の説明

R1(H31)

77.8

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

H28

35.2

課題や今後の対応

単位 単位

88.9 86.7 88.9

R1(H31)

33.4

指標の説明

2-① 災害時の情報発信手段の整備件数

防災行政無線、メール、ツイッターなど災害時
の情報発信手段の整備件数

- 2,139 2,181

防災・防犯情報を携帯電話等を通じて迅速に配信
する「ひらかた安全安心メール」の登録者数

目標実績

H29 H30

2,16610 3,900

2-① ひらかた安全安心メール登録者数

H29 H27H30

指標の説明

H28

1,000

3,000

H28 H29 H30 R1(H31)
5

10

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値 目標値

20

30

40

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

75

85

95

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

5



6



96

98

100

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
0

10

H27 H28 H29 H30

2

7

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

7
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50

60

70

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

9



10
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15

15.5

16

H27 H28 H29
1,000

3,000

5,000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

0

50

100

H29 H30 R1(H31)
60

65

70

75

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
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総括評価シート

6-①

6-②

6-③

6-④

6-⑤
6-⑥

6-⑦

6-①

6-②

6-②

6-②

6-②

6-②

6-③

6-③

取り組みの方向

「健康医療都市ひらかたコ
ンソーシアム」連携事業

施策目標 ６　誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち

施策の推進に要したすべての費用

4つの重点的に進める
施策との関係

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

所
管
部

健康部
社会教育部

基本目標

「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」において、関係団体が連携しながら、多
彩な連携事業の展開を通じて、市民の健康増進を図ります。
誰もが日頃から健康づくりに取り組めるよう、健康増進に関する情報提供や相談体
制の充実を図ります。
あらゆる世代の人が、いつでも気軽にスポーツなどの健康づくりに取り組むことが
できる環境づくりを進めます。
各種健（検）診の受診者を増やす取り組みなどを通じて生活習慣病をはじめとする
疾病の予防・早期発見を進めるとともに、食育や歯科口腔保健の推進を図ります。
こころの病気の早期発見や早期対応に向けた取り組みを進めます。
難病に対する理解を深めるとともに、医療や介護、福祉の連携を図りながら、難病
患者が地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。
薬物による健康被害を防ぐため、薬物乱用防止に向けた取り組みを進めます。

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

実行計画の事業実績（平成28～30年度）

1,080
三師会や市内の公的病院、医療系大学、行政などで構成する「健
康医療都市ひらかたコンソーシアム」において、講演会やイベン
ト、研修等、多様な連携事業を実施

枚方市スポーツ推進事業

スポーツ推進に向けた取り組みの基本的な方向性を示す「枚方市
スポーツ推進計画」を策定。スポーツ推進審議会で点検・評価を
実施しながら、目標達成に向けて関係部署と連携を図り事業を実
施

6,853

1,418,349

約３８億８６５８．４万円

事業費（千円）

総合スポーツセンター駐車場の容量不足の解消を図るため、事業
用地を買戻し、第2駐車場の整備工事を実施。第1・第2駐車場の
有料化に向け、関係条例の改正を実施。駐車場管理運営業務を指
定管理業務に含めて指定管理者を指定

総合スポーツセンター駐車
場拡張事業

健康づくり推進事業

健康に関するイベントなどにより啓発を推進、家庭や地域に健康
づくりの取り組みを広める健康づくりボランティアの養成などを
実施。第2次枚方市健康増進計画の中間評価として、中間評価報
告書を作成。

7,353

市民の健康を支える地域拠
点整備事業

妊娠・出産から子育て期、さらには高齢期までの切れ目のない支
援を提供する拠点（すこやか健康相談室 北部リーフ）を北部支
所内に整備し、窓口相談、妊娠届出の他、家庭訪問や出前講座な
ど、地域の実情に応じた支援を実施

12,511

健康・医療電話相談事業
健康・医療に関する電話相談窓口（医師・保健師・看護師等が24
時間対応）を委託により設置。出前講座等での周知を実施。周知
用のチラシやマグネットを配布

78,654

糖尿病性腎症重症化予防事
業

糖尿病重症化予防のため、対象者へ半年間の糖尿病性腎症重症化
予防プログラムを実施。プログラム修了者へのフォローアップ支
援を実施するとともに、利用されなかった方へ医療機関の受診継
続促進通知等の送付を実施

15,002

ヘルシーメニューの開発支
援など飲食店を通じた健康
づくり推進事業

枚方市独自の基準設定をしたヘルシーメニューを参加飲食店と開
発し、提供を実施。ガイドブックを作成し、市民へ周知を実施。
利用促進を目的にスタンプラリー等を実施

1,800

13



6-③

6-④

6-④

6-④

6-④

6-④

6-④

6-④

6-⑤

6-⑤

6-⑥

6-⑦

難病対策事業

枚方市薬物乱用防止連絡会及び参画団体との連携による講演会、
薬物乱用防止に向けた街頭キャンペーンや市民向け講座、大学で
の啓発活動を実施。市内全小学校に啓発書籍を寄贈。

4,595

5,300

7,960

新生児聴覚検査事業

食育推進事業

こころの健康相談事業

自殺予防対策事業

新生児聴覚検査を委託医療機関で受診した場合に、検査の種類に
応じた検査費用を助成。委託医療機関以外で受診した場合には、
申請により償還を実施

食育の普及啓発を図るため、「第3次枚方市食育推進計画」を策
定。枚方市食育推進ネットワーク会議における情報交換を推進す
るとともに、市民の食育への関心を高めるためイベント等を実施

10,285

薬物乱用防止啓発事業

住民健康診査事業

こころの病気の早期発見・早期対応、精神的健康の保持増進をめ
ざし、保健師や精神保健福祉士などによるこころの健康相談等を
実施。関係機関と連携し自殺未遂者やその家族への早期支援を実
施

相談員による専用電話相談の実施や、市職員などを対象にゲート
キーパー育成等のため養成研修を実施。街頭啓発キャンペーンを
実施。「枚方市いのち支える行動計画（自殺対策計画）」の策定

難病患者に対する医療費助成の申請受理の他、医療・介護・福祉
分野等の関係機関が連携して対策に取り組めるようネットワーク
の強化等を実施

15,801

保健センター直営で集団健診として実施している住民健康診査
を、平成28年6月から枚方市医師会に委託し、市内の医療機関で
個別健診として実施できるように拡充し、受診機会の拡大を推
進。

がん検診の受診率向上を図るため、胃がん検診に内視鏡検査の導
入を実施。対象者に肝炎ウイルスの検診無料クーポン券の郵送を
実施

27,747

1,257,699

歯科口腔保健推進事業 47,069

2,225

歯科口腔保健の取り組みを推進するため、「枚方市歯科口腔保健
計画」に基づき、後期高齢者歯科検診検査の無料化や障害者
（児）施設歯科健康診査等の実施

9,202

各種がん検診推進事業

市民の健康増進･体力向上を図り、スポーツ活動の普及・促進に
取り組むため、各種競技大会、スポーツイベントや各種スポーツ
教室を実施

117,791

839,308

スマホ等の活用による特定
健診早期介入保健指導事業

40歳代の特定健診受診率向上を目的に、35歳～39歳の国保被保険
者を対象にスマホ等を活用した検診の実施。受診者へ検査結果に
応じた健康情報を配信するとともに、利用者のうち特定健康診査
の対象者へメール等による受診勧奨を実施

各種スポーツ大会・レクリ
エーション開催事業

特定健康診査・特定保健指
導推進事業

生活習慣病などの早期発見のため、40歳以上75歳未満の本市国民
健康保険被保険者に対し、「特定健康診査」を行い、健診結果に
応じて個別に生活指導を行う「特定保健指導」を実施。「第3期
特定健康診査等実施計画・第2期データヘルス計画」の策定と計
画の推進
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％ → ％ →

人 人

人 ％

％ 件

6-⑤ こころの健康相談の相談件数

32.2

6-③ スポーツイベントの参加者数

ウオーキングなど健康づくりに関する教室・講演
会への参加者数

6-④ 大腸がん検診受診率

52.4

H27

56.1

-

R1(H31)

実績 実績

6-① コンソーシアム連携事業への参加人数

R1(H31)

実績

指標の説明

健康・医療に関わる市内団体により構成される
「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」の連
携事業への参加人数(会議を除く研修会講習会へ
の参加人数）

66.3 64.9

6-② 健康づくりに関する教室・講演会への参加者数

-

17,02311,876

H30

目標

12,055

R1(H31)H29 H29 H30

実績

高齢者の医療の確保に関する法律に定める特定健
康診査の受診者／対象者（国民健康保険に加入す
る40歳以上75歳未満の者）

H29

14,022

H28
単位

16,80011,800

H27

15,266

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

【満足度】
心身ともに健康に暮らせる環境が整っていると感じて
いる市民の割合

【重要度】
誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らすための施策
が重要だと思う市民の割合

5,808

目標

57.4

13,892

H28

単位

単位

単位

指標の説明

H27

目標

R1(H31) R1(H31) -

33.5

H27

13,957

33.541,477 43,275 47,000

単位
実績 目標

H27

35.337,136 39,298

6-④ 特定健康診査受診率

目標

指標の説明
各種スポーツ教室など地域におけるスポーツイ
ベントの参加者数

指標の説明

単位
実績

H27 H28 H29 H30H28

指標の説明
市が実施する大腸がん検診の受診者／対象者
（40歳以上70歳未満の者） 指標の説明

うつ病などこころの病気について医療に係る相談
を実施するこころの健康相談件数

40

R1(H31)H30 R1(H31)

単位
実績 目標

単位
実績 めざすべき方向

H27 H28

3,840 4,736 4,659

H29 H30 R1(H31) H27 H28 H29

6,471

H30 R1(H31)

9.0 8.3 7.7 7.7 40

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

0

50

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

0

10000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
0

10000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

目標値

30

40

50

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
30000

40000

50000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値
目標値

96

97

98

99

100

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

0

5,000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

8.3（旧基準：

21.3）

9.0（旧基準：

22.4）
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％ ％

枚

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

単位
実績

6,000

H29

6-⑥ 指定難病医療費助成制度更新申請者の療養状況把
握

H30 R1(H31)

薬物乱用防止キャンペーンでの啓発資材の配布
数（累計）

6-⑤ こころの病気に関する相談窓口を知っている市
民の割合

単位 単位
H27

1,500 3,000 4,500 6,000

指標の説明

50

指標の説明 （市民意識調査により把握） 指標の説明

目標

目標

H27 H28

6-⑦ 薬物乱用防止に向けた支援件数（累計）

H28

99.8

療養状況を把握できた者の数／指定難病医療費助
成制度更新申請者数

99.8 98.2 99.6 100

H29

実績

H30 R1(H31)

26.1

実績 目標

H27 R1(H31) R1(H31)

23.7

97

98

99

100

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
20

40

H27 R1(H31)

目標値

目標値

1000

6000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

21.3）22.4）
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施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「心身ともに健康に暮らせる環境が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較
して3.7ポイント上昇しているものの、目標値の達成には至りませんでした。一方、重要度については1.4ポイント下落していま
す。

・【市民の健康増進の推進】として、「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」連携事業などに取り組みました。施策指標「コ
ンソーシアム連携事業への参加人数」については、平成29年度に目標値を達成したものの、平成30年度は災害の影響で
イベントが中止となり、参加者数が減少しました。

・【健康増進に関する情報提供や相談体制の充実】として、健康づくり推進事業や健康・医療電話相談事業などに取り組み
ました。施策指標「健康づくりに関する教室・講演会への参加者数」については、平成28年度以降目標値と逆方向に推移し
ており、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【健康づくりに取り組むことができる環境づくり】として、枚方市スポーツ推進事業や各種スポーツ大会・レクリエーション開催
事業などに取り組みました。施策指標「スポーツイベントの参加者数」については、目標値に向かって推移しているものの、達
成には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【疾病予防・早期発見の推進、食育や歯科口腔保健の推進】として、特定健康診査・特定保健指導推進事業や各種がん
検診推進事業などに取り組みました。施策指標「特定健康診査受診率」については、平成27年度以降目標値に向かって
推移しているものの、達成には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【こころの病気の早期発見や早期対応に向けた取り組みの推進】については、こころの健康相談事業や自殺予防対策事
業などに取り組みました。施策指標「こころの健康相談の相談件数」については、策定時の値（3,169件）と比較して3,302件
増加しており、現時点でのめざすべき方向に沿った推移をしています。また、「こころの病気に関する相談窓口を知っている
市民の割合」については、平成27年度の値と比較して2.4ポイント上昇しています。

・【難病患者が地域で安心して暮らせる環境づくり】として、難病対策事業などに取り組みました。施策指標「指定難病医療
費助成制度更新申請者の療養状況把握割合」については、平成29年度から平成30年度にかけて1.4ポイント上昇してお
り、目標値に向かって推移しているものの、達成には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【薬物乱用に向けた取り組みの推進】として、薬物乱用防止啓発事業などに取り組みました。施策指標「薬物乱用防止に
向けた支援件数」については、平成30年度に目標値を達成し、引き続き取り組みを進めています。

課題や今後の対応

　9つある客観的指標のうち、6つについては、目標値等に向かって推移しています。また、1つについて、平
成30年度は災害の影響で目標値を下回っていますが、平成29年度に目標値を達成しています。残り2つについ
ては策定時の値を下回っていますが、施策全体として見れば、一定の成果はあったと考えられます。また、主
観的指標の推移によると、満足度については平成27年度と比較して上昇しています。一方で、平成27年度と比
較して重要度は下落しており、効率的な事業の執行を図るとともに、より市民の重要度を高めていくための取
り組みが必要です。
　今後は引き続き、市民一人ひとりが健康に関する意識を持ち、主体的に健康づくりに取り組むことができる
よう、医療機関や企業、スポーツ関係団体などと連携しながら、環境整備に努めます。

17



総括評価シート

7-①

7-②

7-③

7-①

7-②

7-③

％ → ％ →

％ 件 297.8

R1(H31) R1(H31) -H27

0

7-② 収去検査における違反・不適件数

目標

R1(H31)

97.2 1

実績

H27

指標の説明

所
管
部

4つの重点的に進める
施策との関係

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

7-① 1歳までにBCG接種を終了している者の割合

取り組みの方向

食品衛生及び生活衛生に関する立入・収去検査に
おいて違反・不適であった件数

単位

2

H27

目標実績

595.9 97.5

施策目標

97.3

感染症対策事業

狂犬病予防・動物愛護事業

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

R1(H31)

実績

目標

R1(H31)

基本目標

感染症の予防や拡大防止対策などの強化により、健康に関する危機管理体制の充実
を図ります。
安全で快適に生活できるよう、食品関係施設や生活衛生関係施設における衛生水準
を高める取り組みを進めます。
人と動物の共生を推進するため、動物の愛護・適正飼養の推進を図ります。また、
殺処分される犬猫をゼロにすることをめざして、引き取り数の削減や譲渡の促進を
図ります。

健康部

単位

単位
H28

７　公衆衛生や健康危機管理が充実したまち

国・大阪府・関係機関と連携しながら新たな感染症対策のための
体制を整備。また、結核予防に向けた取り組みや、その他感染症
に対する定期予防接種の実施及び任意予防接種に対する費用助成
等を実施

食品・生活衛生指導事業

57.4 61.0

施策の推進に要したすべての費用

54,665

「枚方市食品衛生監視指導計画」に基づき食品の収去を実施。生
活衛生施設や食品営業施設において立入指導を実施。街頭キャン
ペーンや講習会等による市民及び事業者への啓発を実施

動物の適正飼養の啓発・指導を実施。市のホームページ等での情
報発信により犬・猫の譲渡を促進。動物愛護基金を設置し、猫不
妊手術費用補助金交付等の動物愛護事業を拡充

【満足度】
【再掲】心身ともに健康に暮らせる環境が整っている
と感じている市民の割合

【重要度】
公衆衛生や健康危機管理を充実するための施策が重要
だと思う市民の割合

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

単位

52.4

約３２億５９７１．６万円

27,302

-56.1

H29 H30

結核を予防するBCGワクチンを1歳までに接種し
た児の数／0歳児の人口

H30

指標の説明

H29H27

59.0

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

事業費（千円）実行計画の事業実績（平成28～30年度）

3,177,749

-実績

H28

0

5

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
94

99

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

目標値
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％ 56.0 50.0

R1(H31)

57.0

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「心身ともに健康に暮らせる環境が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較
して3.7ポイント上昇しているものの、目標値の達成には至りませんでした。また、重要度についても平成27年度と比較して、
2ポイント上昇しています。

・【健康に関する危機管理体制の充実】として、感染症対策事業などに取り組みました。施策指標「1歳までにBCG接種を終
了している者の割合」については、平成29年度から平成30年度にかけて1.6ポイント上昇しているものの、目標値の達成に
は至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【衛生水準を高める取り組みの推進】として、食品・生活衛生指導事業などに取り組みました。施策指標「収去検査におけ
る違反・不適件数」については、策定時の値（7件）と比較して減少しており、目標値に向かって推移しているものの、達成に
は至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【動物愛護・適正飼養の推進と犬猫の引き取り数の削減や譲渡の促進】として、狂犬病予防・動物愛護事業などに取り組
みました。施策指標「引き取った犬猫の飼い主等への返還・譲渡の割合」については、既に目標値を達成しています。

67.4

実績

　3つの客観的指標のうち、1つについてはすでに目標値を達成しました。残り2つについては、目標値には達してい
ませんが、策定時の値は上回っていることから、施策として一定の成果はあったと考えられます。また、主観的指標
の推移を見ても、満足度及び重要度共に平成27年度と比較して上昇していることから、必要に応じて取り組みの充実
を図りながら、効率的な事業の執行を図る必要があります。
　今後も引き続き、公衆衛生の向上を図り、市民が健康で安全安心なくらしができるための取り組みを推進します。

飼い主への返還、新たな飼い主へ譲渡した件数
／保健所で引き取った犬猫の件数

H27

課題や今後の対応

61.0

H28

指標の説明

7-③ 引き取った犬猫の飼い主等への返還・譲渡の割
合

単位
目標

H29 H30

45

65

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値
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8000

13000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
3000

13000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

700

1700

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

50

550

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
50

100

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
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総括評価シート

9-①

9-②
9-③

9-④

9-⑤
9-⑥

9-⑦

9-①

9-②

9-②

9-③

9-③

9-④

4つの重点的に進める
施策との関係

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

所
管
部

健康部
長寿社会部
子ども青少
年部

取り組みの方向

施策目標 ９　高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち

保健・医療・介護・福祉等の連携強化を図り、高齢者が継続して在宅生活ができる
環境の整備をめざします。
認知症高齢者が尊厳を持ち、地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。
高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、生活支援サービスの充実
を図ります。
介護が必要となった時に質の高い介護サービスが受けられるよう、介護保険施設等
の基盤整備を進めます。
高齢者がいつまでも健康に生活できるよう、介護予防を推進します。
高齢者が生きがいを持って生活できるよう、高齢者の技能・経験を生かせる活躍の
場や若者との世代間交流の場の確保など社会参加を促進します。
大阪府の「スマートエイジング・シティ」構想との連携など、高齢者等が住み慣れ
た地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。

【再掲】
保健・医療・介護・福祉等
連携強化事業

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち

施策の推進に要したすべての費用

基本目標

約２５億８７１８．９万円

事業費（千円）実行計画の事業実績（平成28～30年度）

61,592

高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）を中心とした
取り組みにより、地域ケア推進実務者連絡協議会や、自立支援型
地域ケア会議（ケアマネジメントの質の向上を目的とした多職種
による検討会議）を開催し、保健・医療・介護・福祉・地域住民
等の円滑な相互連携の強化を推進

広域型老人福祉施設等整備
事業

認知症総合支援事業

認知症高齢者が地域の中で尊厳を保ち安心して暮らせるよう、認
知症サポーターの養成、認知症ケアパスの配付、認知症初期集中
支援チームによる支援を実施。また、「認知症カフェ」を設立す
る法人・個人に対し、カフェの立ち上げによるスタッフの研修・
人材育成等に係る経費を補助

10,450

市民後見推進事業

認知症高齢者や一人暮らし高齢者の増加により、親族以外で後見
業務を行う第三者後見人としての市民後見人を養成する講座を開
催。また、市民後見バンクに登録された市民後見人に対する研修
を行う等、円滑な市民後見活動を行うことができるよう継続した
支援を実施

4,513

高齢者在宅生活援助事業
高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、ひとり
暮らし等の在宅高齢者に対し緊急通報装置や日常生活用具の貸
与、訪問理美容サービス等を実施

142,342

介護予防・生活支援サービ
ス事業

介護保険制度改正に伴い、要支援状態の維持・向上に向けた従来
のサービスに加え、生活援助訪問事業、活動移動支援事業、通院
等移動支援事業、教室型通所事業、リハ職訪問通所指導事業、リ
ハ職行為評価事業、栄養士派遣指導事業等、市独自のサービスを
実施

1,475,411

老朽化した老人福祉施設等の建て替えや、既存の老人福祉施設等
を増築する費用の一部を補助。「ひらかた高齢者保健福祉計画
21」に基づき、既存広域型特別養護老人ホームの増築等（95床）
を行う事業者の公募を行い、整備事業候補者を選定

219
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9-④

9-⑤

9-⑤

9-⑤

9-⑤

9-⑤

9-⑥

9-⑥

9-⑦

保育所(園)・幼稚園におけ
る世代間交流事業

169,348

79,583

578

0

高齢者外出支援事業

高齢者居場所づくり助成事
業

16,825

0

地域での交流・活動・介護予防の拠点となる居場所づくりの推進
のため、初期費用の助成を実施

高齢者等在宅生活環境整備
連携事業

連続講座「生きがい創造学園」や、介護予防拠点での「エクサル
ク教室」、身近な場所での「元気はつらつ健康づくり事業」な
ど、様々な講座や教室を開催。出前講座、体操マスター教室な
ど、「ひらかた元気くらわんか体操」の普及啓発と身近な場所で
体操を継続できる支援を実施

483,716

142,612

0

高齢者が住み慣れた地域で健康でいきいきと暮らすことができる
よう、大阪府の「スマートエイジング・シティ」構想との連携な
どの取り組みを進めるための情報収集

高齢者お出かけ推進事業

認知症予防プログラム推進
事業

高齢者社会参加促進事業

介護予防事業

「ひらかた高齢者保健福祉計画21」に基づき、地域密着型特別養
護老人ホームなどの整備事業者を公募の上選定し、整備に係る補
助金を交付

公的介護保険施設等基盤整
備補助事業

要介護状態への進行を予防し、高齢者の生きがいと社会参加を促
進するため、高齢者外出支援カードの配布や交通系ＩＣカードの
購入等費用の一部助成を実施

平成31年度からの事業開始に向けて「高齢者お出かけ推進手帳」
等を作成。65歳以上の市民を対象に『高齢者お出かけ推進手帳』
を配付し、高齢者の外出支援につながる事業等に参加した市民
に、「高齢者専用ポイント」を付与。

認知症予防の方法を身近な地域において展開できるように、大阪
精神医療センターと共同で枚方版認知症予防プログラムを推進
し、教室や連続講座を開催

介護予防や生きがいづくりにつなげるため、住み慣れた地域で住
民主体によりレクリエーション等の活動を行う「街かどデイハウ
ス」の運営経費の一部を補助。高齢者が介護保険施設等で介護予
防サポーター活動を行い、取得したポイントを商品券などと交換
できる「ひらかた生き生きマイレージ」を実施

高齢者と保育所・幼稚園の子どもたちとの世代間交流を図るた
め、園行事への高齢者の招待や、「敬老のつどい」や「いきいき
サロン」への園児の参加等の取り組みを実施

24



％ → ％ →

人 ％

施設 ％

件

22.9

目標

R1(H31)

-

H27

ひらかた生き生きマイレージ事業において65歳
以上の高齢者が介護保険施設等でサポーター活
動を行う件数

目標

81 81 83

3,778 4,504

実績

27.5

H27

30.0

H27

指標の説明
認知症に対する正しい知識と具体的な対応方法
を学ぶ認知症サポーター養成講座の参加者数
（累計）

指標の説明

71.925,700

H27

4,079

69.5

実績

21,126

H27

15,788

H28

9-⑥ ひらかた生き生きマイレージ（介護予防ポイン
ト事業）による活動件数

単位

R1(H31)

H29

18,738

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

【満足度】
高齢者が地域でいきいきと暮らせる環境が整っている
と感じている市民の割合

【重要度】
高齢者が地域でいきいきと暮らすための施策が重要だ
と思う市民の割合

22,897

目標

単位

71.3 71.0

単位

H30

目標

9-③ 介護保険給付に占める在宅サービスの割合

-

9-② 認知症サポーター養成講座の参加者数（累計）

32.5 65.1

単位

単位

63.3

実績

H29

R1(H31)

R1(H31)

実績

目標

R1(H31)

R1(H31)H28

70.7

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

H28 H29

H30

-

指標の説明

実績

居宅サービス及び地域密着型サービス給付費合計
／介護保険給付費

指標の説明
特別養護老人ホームなど介護保険施設等の施設
数 指標の説明

目標

H30

R1(H31)

H27

2,553 3,900

H28 H29 H30

介護予防教室等の参加者数／65歳以上の人口

単位
実績

24.8 20.9

単位
実績

H28 H29 H30

16

H27 R1(H31)

85 89

9-④ 介護保険施設等の施設数 9-⑤ 介護予防教室等の参加率

22.8

65

70

75

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
10000

20000

30000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値 目標値

2,000

4,000
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課題や今後の対応

　5つの客観的指標のうち、3つは目標値の達成には至っていないものの、策定時の値と比較して上昇しています。ま
た、残り2つについても、既に目標値を達成していることから、施策として一定の成果があったと考えられます。主観
的指標の推移を見ても、満足度については平成27年度の値と比較して上昇しています。一方で、重要度については平
成27年度の値と比較して下落していることから、効率的な事業の執行を図るとともに、より市民の重要度を高めるた
めの取り組みが必要です。
　また、施策評価員から「高齢者を対象とした事業の実施にあたっては、手続等のさらなる簡素化を図っていただき
たい。また、高齢者の外出支援なども推進する必要がある」との意見をいただいており、今後は、外出機会を増やす
ためのきっかけづくりや健康づくりに資する活動の場の提供にさらに取り組むなど、健康寿命の延伸や介護予防、認
知症対策などの取り組みを引き続き進めます。

施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「高齢者が地域でいきいきと暮らせる環境が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の
値と比較して2.5ポイント上昇していますが、目標値の達成には至りませんでした。また、重要度については、平成27年度と
比較して1.8ポイント下落しています。

・【高齢者が継続して在宅生活ができる環境の整備】として、保健・医療・介護・福祉等連携強化事業などに取り組みまし
た。

・【認知症高齢者が尊厳を持ち、地域で安心して暮らせる環境づくり】として、認知症総合支援事業や市民後見推進事業な
どに取り組みました。施策指標「認知症サポーター養成講座の参加者数」については、平成29年度に目標値を達成したた
め、新たに目標値を設定し、引き続き取り組みを進めています（※当初目標値20,300人）。

・【生活支援サービスの充実】として、高齢者在宅生活援助事業や介護予防・生活支援サービス事業などに取り組みまし
た。施策指標「介護保険給付に占める在宅サービスの割合」については、平成29年度に目標値を達成したため、新たに目
標値を設定し、引き続き取り組みを進めています（※当初目標値70.8％）。

・【介護保険施設等の基盤整備】として、広域型老人福祉施設等整備事業や公的介護保険施設等基盤整備補助事業な
どに取り組みました。施策指標「介護保険施設等の施設数」については、策定時の値（80施設）と比較して5ポイント上昇して
おり、目標値の達成に向けて引き続き取り組みを進める必要があります。

・【介護予防の推進】として、介護予防事業や高齢者居場所づくり助成事業などに取り組みました。施策指標「介護予防教
室等の参加率」については、既に目標値を達成しています。

・【高齢者の社会参加の促進】として、高齢者社会参加促進事業や保育所（園）・幼稚園における世代間交流事業などに取
り組みました。施策指標「ひらかた生き生きマイレージ（介護予防ポイント事業）による活動件数」については、既に目標値を
達成しています。

・【安心して暮らせる環境づくりの推進】として、高齢者等在宅生活環境整備連携事業などに取り組みました。
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総括評価シート

17-①

17-②

17-③

17-④

17-⑤

17-
①

17-
②

17-
②

17-
②

17-
②

17-
③

総合文化施設整備事業

優れた文化芸術の鑑賞機会と市民の文化芸術の発表機会を提供
し、集客とにぎわいを創出する新たな文化芸術拠点として総合文
化施設を整備するため、「（仮称）枚方市総合文化芸術センター
の施設運営について（基本方針）」を策定するとともに、平成30
年10月から建設工事を開始

8,712,980

子どもに本を届ける事業
子どもの読書環境の充実を図るため、寄附金の受付を開始した
他、指定寄附金や古紙売却益による積立金より購入した図書を市
内各小学校等へ配布を実施

19,188

生涯学習施設及び図書館管
理運営効率化事業

生涯学習市民センター・図書館複合施設の管理運営について、民
間ノウハウを活用しながら市民サービス向上と効率的・効果的な
管理運営を図るため指定管理者制度を導入。また、モニタリング
やアンケート等を実施し、事業の進捗状況や課題等の把握・検証
を実施

1,044,010

香里ケ丘図書館建替え事業

「香里ケ丘図書館建替え基本計画」を策定し、新香里ケ丘図書と
新香里ケ丘中央公園との機能連携を図るため、民間のノウハウを
生かして基本設計・実施設計を実施。建替えに向け、旧図書館を
解体し、新図書館建築工事の契約を締結。香里ケ丘図書館休館
後、代替サービススポットの開設や自動車文庫による代替えサー
ビスを実施

333,259

図書館機能充実事業

市民が利用しやすい図書館運営を図るため、図書館コンピュータ
システムを更新し、中央図書館・分館・分室のオンライン化を実
施。効率的な蔵書管理や、検索サービス・予約サービス等を充実
するため、スマートフォン表示での蔵書の予約サービスを開始。
学校間や市立図書館との蔵書の有効活用を図るため、システム内
に小中学校の学校図書館の蔵書データの登録を実施

150,057

施策目標 17　誰もが文化芸術やスポーツなどに親しみ、学び、感動できるまち

一人ひとりの成長を支え、豊かな心を育むまち

実行計画の事業実績（平成28～30年度）

49,459

市民の生涯学習を支援し、同世代のつながりや世代間交流の促進
につなげるため、生涯学習市民センター等において、生涯学習活
動に係る情報の収集や提供、指定管理者による自主企画事業の展
開、人材育成や交流促進等、生涯学習活動の支援を実施

基本目標

あらゆる世代の人が身近なところで学ぶことができる機会の創出を図り、その成果
を地域で生かし、市民同士等がつながりを育める環境づくりを進めます。
市民が利用しやすい魅力ある図書館運営と知の源泉となる図書館機能の充実を図
り、豊かな心を育む市民の生涯学習を支援します。
まちの価値を高め、集客と賑わいを創出する文化芸術拠点施設として総合文化施設
を整備し、優れた文化芸術にふれる機会を提供するとともに、多くの市民が文化芸
術活動を行うことのできる環境づくりを進めます。
まちの魅力を創出し、まちへの愛着につながるよう、市民による身近な文化芸術活
動を促進するとともに、文化芸術に対する市民の関心・理解を深める取り組みを進
めます。
誰もが気軽にスポーツに親しみ、年齢や興味または関心に応じたスポーツ・レクリ
エーション活動ができる環境づくりを進めます。

生涯学習支援事業

所
管
部

市駅周辺等
活性化推進
部
産業文化部
都市整備部
社会教育部

取り組みの方向

4つの重点的に進める
施策との関係

施策の推進に要したすべての費用 約１１９億２１０４．４万円

事業費（千円）
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17-
④

17-
④

17-
⑤

17-
⑤

17-
⑤

17-
⑤

％ → ％ →

％ →

％ →

H27

28.7 31.6 31.7

【満足度】
気軽にスポーツ活動ができる環境が整っていると感じ
ている市民の割合

28.5 29.6

単位
実績 目標

R1(H31)

H27 R1(H31) -

31.5 54.5 56.5 -

R1(H31)

子どもの文化芸術の体験を
促進する事業

若手芸術家支援事業

次世代を担う芸術家を支援するため、備品の購入や個展等の発表
場所の提供等、市民の文化芸術活動を促進。運用基準をルール化
するため、美術施設運営委員協議会へ諮り、事業実施基準を作
成。若手芸術家による油彩画展を開催

770

【重要度】
誰もが文化芸術やスポーツなどに親しみ、学び、感動
できるための施策が重要だと思う市民の割合

単位

子どもの文化芸術に関する創作活動を促し、柔軟な発想や豊かな
心を育むことを目的に、市内の18歳以下の子どもを対象に育成事
業を行う団体を支援するため、事業経費に対する補助等を実施

582

実績 目標
単位

実績 -

H27 R1(H31) R1(H31)

【再掲】
総合スポーツセンター駐車
場拡張事業

総合スポーツセンター駐車場の容量不足の解消を図るため、事業
用地を買戻し、第2駐車場の整備工事を実施。第1・第2駐車場の
有料化に向け、関係条例の改正を実施。駐車場管理運営業務を指
定管理業務に含めて指定管理者を指定

1,418,349

6,853

67,751

スポーツ推進に向けた取り組みの基本的な方向性を示す「枚方市
スポーツ推進計画」を策定。スポーツ推進審議会で点検・評価を
実施しながら、目標達成に向けて関係部署と連携を図り事業を実
施

17.3

【満足度】
生きがいを持って学び続けられる環境が整っていると
感じている市民の割合

目標

R1(H31)

【満足度】
文化芸術に親しめる環境が整っていると感じている市
民の割合

20.3

単位

【再掲】
野外活動センター活性化事
業

【再掲】枚方市スポーツ推
進事業

H27

26.6

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

117,791

市内小中学校のニーズを把握して「学校キャンプ支援事業」を実
施。また、平成28年度に実施設計の上、平成29、30年度の2か年
で野外活動センターの進入路舗装工事を実施

【再掲】
各種スポーツ大会・レクリ
エーション開催事業

R1(H31)

実績

市民の健康増進･体力向上を図り、スポーツ活動の普及・促進に
取り組むため、各種競技大会、スポーツイベントや各種スポーツ
教室を実施
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件 人

冊 人

人

単位
実績

34,608 168,222

H30 R1(H31)

目標

H28 H29

3,527,835 3,483,340 3,960,126 144,136

H27H27 H28

151,882 178,423

H29 H30 R1(H31) H28 H29

3,504,263

17-② 図書館貸出冊数（個人・団体） 17-③ 文化施設ホール利用者数

指標の説明
図書館（中央図書館・7分館・11分室・自動車
文庫）の年間個人・団体貸出冊数

指標の説明

新たに整備する総合文化芸術センターの大・小
ホール・イベントホールの年間利用者数※総合文
化施設の整備までは、現市民会館大ホールの利用
者数

1,867,779

R1(H31)H30 R1(H31) H27 H30
単位

実績
単位

実績目標 目標

H27 H28

63,304 62,300 1,805,647 1,790,909 1,736,771 2,006,900

17-①② 生涯学習市民センター利用件数 17-② 図書館来館者数

指標の説明 生涯学習市民センター（9施設）の利用件数 指標の説明 図書館（中央図書館・7分館）の年間来館者数

単位

1,112,388 1,110,678

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

指標の説明
体育館やグラウンドなど市立スポーツ施設の年
間利用者数

1,179,000

H28 H29 H30 R1(H31)

目標

3,716,643

1,086,956

H27

1,107,374

実績

H29

17-⑤ スポーツ施設利用者数

60,889

単位
実績 目標

60,505 61,120
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1500000

2000000
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目標値
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施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「生きがいを持って学び続けられる環境が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の値
と比較して1.1ポイント上昇しているものの、目標値の達成には至りませんでした。また「文化芸術に親しめる環境が整ってい
ると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較して9.3ポイント上昇しており、目標値を達成しています。ま
た「気軽にスポーツ活動ができる環境が整っていると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較して2.9ポ
イント上昇しているものの、目標値の達成には至りませんでした。重要度についても、平成27年度と比較して2ポイント上昇し
ています。

・【市民同士等がつながりを育める環境づくりの推進】として、生涯学習支援事業などに取り組みました。施策指標「生涯学
習市民センター利用件数」については、平成30年度に目標値を達成しています。

・【豊かな心を育む市民の生涯学習支援】として、図書館機能充実事業や生涯学習施設及び図書館管理運営効率化事
業などに取り組みました。施策指標「図書館来館者数」については、平成30年度に目標値を達成しています。施策指標「図
書館貸出冊数（個人・団体）」については、目標値と逆方向に推移しており、目標値の達成に向けて引き続き取り組みを進
める必要があります。

・【多くの市民が文化芸術活動を行える環境づくりの推進】として、総合文化施設整備事業などに取り組みました。施策指標
「文化施設ホール利用者数」については、平成29年度に目標値を達成したものの、平成30年度は大阪北部地震の影響で
利用者数が下落しました。

・【文化芸術に対する市民の関心・理解を深める取り組みの推進】として、若手芸術家支援事業や子どもの文化芸術の体
験を促進する事業などに取り組みました。

・【スポーツ・レクリエーション活動ができる環境づくりの推進】として、枚方市スポーツ推進事業や各種スポーツ大会・レクリ
エーション開催事業などに取り組みました。施策指標「スポーツ施設利用者数」については、平成29年度から平成30年度
にかけて上昇しているものの、目標値の達成には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

課題や今後の対応

　5つの客観的指標のうち、2つについては既に目標値を達成しました。１つについては、平成30年度は災害の
影響で目標値を下回っていますが、平成29年度に目標値を達成しています。残り2つについては、目標値と逆
方向に推移した指標があるものの、策定時の値と比較して上昇したものもあり、施策全体として見れば一定の
成果はあったと考えられます。また、主観的指標の推移を見ても、満足度、重要度のいずれも平成27年度と比
較して上昇していることから、効率的な事業の執行を図るとともに、取り組みを推進する必要があります。
今後は、令和3年度にオープンする総合文化芸術センターについて、子どもたちをはじめ多くの市民が、多彩
な演者による魅力的な事業に触れる機会を充実させ、文化芸術活動の発表の場となるよう、賑わいにあふれた
拠点づくりを進めるとともに、令和2年8月にリニューアルオープン予定の香里ケ丘図書館について、隣接する
香里ケ丘中央公園みどりの広場と一体的な整備を進め、指定管理者制度のもと、アウトドアライブラリーや自
然保護観察会・花育活動を開催するなどして、さらなる魅力向上を図ります。
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総括評価シート

18-
①

18-
②

18-
①

18-
②

％ → ％ →

％ 人

利便性が高く、魅力あふれる中心市街地の形成に向けて、商業、文化芸術、居住施設
をはじめ、緑化等による景観など、交通結節点におけるさまざまな機能を充実できる
よう、枚方市駅周辺の再整備を進めます。
枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、さまざまな活動が活発に展開される拠点となる
よう、さまざまなイベントの開催など賑わいづくりを創出します。

H27

54.4

単位

枚方市駅周辺の岡東中央公園や岡本町公園で実施
されたイベントの参加者数

4つの重点的に進める
施策との関係

４　人々が交流し、賑わいのあるまちをつくる

18-① 枚方市駅利用者の市域人口に対する割合【社会
指標】

施策の推進に要したすべての費用

実行計画の事業実績（平成28～30年度）

55.0

R1(H31)

-

27.0

施策目標 18　人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地のあるまち

指標の説明 指標の説明

実績

H27

22.0

枚方市駅の乗降客数（日あたり）／市域人口

約５７６０．５万円

事業費（千円）

基本目標

岡東中央公園で開催される各種イベント等に対して、枚方市駅周
辺のにぎわい創出を目的として、備品の貸し出しや広報による情
報発信等の支援を実施。事業の利用促進を目的とした、「にぎわ
い空間創出事業市民イベント支援要領」の改正を実施

地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

目標

R1(H31)

枚方市駅周辺賑わい創出事業

22.7

H29

算定中 199,300 200,000

所
管
部

市駅周辺等
活性化推進
部
産業文化部
土木部

実績

-

0

取り組みの方向

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

【満足度】
枚方市駅周辺が賑わい、魅力あふれる中心市街地であ
ると感じている市民の割合

【重要度】
人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地をつくる
ための施策が重要だと思う市民の割合

単位

57,605

枚方市駅周辺再整備ビジョンの具体化に向け、大阪府住宅供給公
社枚方団地等を含む③街区について市街地再開発準備組合の設立
支援及び本再開発事業の都市計画決定に向けた手続きを推進した
他、都市再生緊急整備地域に向けた準備の推進、枚方市駅周辺再
整備基本計画及び枚方市新庁舎整備基本構想の素案を作成。ま
た、枚方市駅周辺の交通基盤整備に向けた取り組みとして、道路
空間再配分を見据えた社会実験を実施した他、各関係機関協議
等、歩行者動線の確保に向けた取り組みを実施。

枚方市駅周辺再整備ビジョン
推進事業

18-② 枚方市駅周辺の広場におけるイベント参加者数

42.6

R1(H31)

-

H28

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

R1(H31)

167,620

H27

実績

H30H28 H29

185,300

R1(H31)
単位

H27

23.2 195,400

H30

目標
単位

23.0

実績 めざすべき方向

150000

200000

250000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
20

25

30

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値
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施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「枚方市駅周辺が賑わい、魅力あふれる中心市街地であると感じている市民の割合」については、平成27年
度の値と比較して20.6ポイント上昇しており、目標値を達成しています。一方、重要度については、平成27年度と比較して
0.6ポイント下落しています。

・【枚方市駅周辺の再整備の推進】として、枚方市駅周辺再整備ビジョン推進事業などに取り組みました。施策指標「枚方
市駅利用者の市域人口に対する割合」については、平成28年度以降めざすべき方向に沿った推移をしています。

・【枚方市駅周辺の賑わいづくりの創出】として、枚方市駅周辺賑わい創出事業などに取り組みました。施策指標「枚方市駅
周辺の広場におけるイベント参加者数」については、平成27年度に目標値を達成したため、新たに目標値を設定し、引き続
き取り組みを進めています（※当初目標値145,000人）。

課題や今後の対応

　客観的指標の推移については、目標値に向かって推移しています。また、社会指標についても、めざすべき方向に
向かって推移していることから、施策として一定の成果はあったと考えられます。また、主観的指標の推移を見て
も、満足度については平成27年度と比較して上昇している一方で、重要度については平成27年度と比較して下落して
いることから、効率的な事業の執行を図るとともに、より市民の重要度を高めるための取り組みを行っていく必要が
あります。
　施策評価員からは、「中心市街地のにぎわいは、商業施設の進出や活発なイベントなど、民間の活動による影響が
大きい。行政としてその活力が生かせるようバックアップを行い、市民が誇りに思える中心市街地にしていただきた
い」との意見をいただいており、今後は、国・府をはじめ事業者など様々な関係者との連携、協力により、枚方市駅
周辺再整備基本計画等を策定するとともに、枚方市駅北口駅前広場から府住宅供給公社枚方団地、京阪電気鉄道株式
会社枚方事務所を含むエリアである③街区の事業着手に向けて公民連携のもと取り組みます。
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総括評価シート

19-①

19-②

19-③

19-④

19-
①

19-
①

19-
①

19-
②

19-
②

19-
②

19-
③

7,421

41,809

67,751

観光振興に向けた基礎データの収集・分析のため、訪問客実態調
査等を実施。観光冊子の発行や地域情報サイトへの記事掲載等
で、本市の魅力を発信した他、ページビューによる分析を実施。
外国人旅行者をターゲットとした枚方市内の宿泊施設から商店街
への誘導策について検討。クラウドファンディングによる魅力創
出を支援

観光資源発信事業

【再掲】
野外活動センター活性化事
業

市内大学連携・交流事業

大学の知的資源や学生の活力をまちづくりに生かすため、市内5
大学と枚方市で構成する「学園都市ひらかた推進協議会」の取り
組みとして、市内の小学生を対象にした大学での学習体験や、特
色ある各大学の専門知識などを生かした生涯学習講座を市民に提
供。また、市内大学と地域との交流を促進し、教育等の分野で学
生と連携した取り組みの推進

地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

観光まちづくり推進事業

4つの重点的に進める
施策との関係

４　人々が交流し、賑わいのあるまちをつくる

所
管
部

総合政策部
産業文化部
社会教育部

540

取り組みの方向

基本目標

歴史文化遺産を活用したまちづくりを推進し、情報発信を充実することにより、ま
ちへの愛着を育みます。
本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的
に発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。
大学の知的資源をまちづくりに生かすため、「学園都市ひらかた推進協議会」など
による大学施設を利用した学習・交流機会の充実や産学公の連携による取り組みを
進めます。
学生の活力を生かしたまちづくりを進めるため、教育などさまざまな分野で、学生
のまちづくりへの参画を図ります。

施策目標 19　地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

243,210

市内の貴重な歴史文化遺産を活用し、まちへの愛着を育むため、
整備後40年以上が経過している「特別史跡百済寺跡」について、
抜本的な遺構保存工事と合わせ、憩いの場となる史跡公園として
の再整備を推進

特別史跡百済寺跡再整備事
業

市が有する観光資源を効果的に発信し、地域内外の交流を促進す
るため、枚方宿などで市の花「菊」を発信する菊フェスティバル
を実施するとともに、百済寺跡やふとん太鼓などをテーマとした
イベントにより枚方市駅周辺に賑わいを創出する枚方フェスティ
バル協議会への支援を推進。また、ひらかた観光ステーション等
を拠点とした市内の観光・物産・イベント等の情報発信を実施

野外活動を通じて子どもたちの生きる力を育むため、「学校キャ
ンプ支援事業」等の自然学習や活動プログラムを拡充した他、進
入路の塗装工事を実施する等、利用の促進を実施

施策の推進に要したすべての費用

市民の共有財産である文化財のさらなる保存と活用を図るため、
文化財保存活用基金を設置した他、枚方市基金条例の一部改正を
実施

約４億２８８５．４万円

事業費（千円）実行計画の事業実績（平成28～30年度）

30,000文化財保存活用促進事業

楠葉台場跡保存事業

市内の貴重な歴史文化遺産を後世に残し、市民の郷土愛を醸成す
るため、日本で唯一残る河川台場である「楠葉台場跡」につい
て、史跡の適切な保存と活用を実施。「楠葉台場跡」をテーマと
した文化財連続講座を実施

37,583
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19-
③

19-
④

％ → ％ →

人 人

人 人

指標の説明

指標の説明

大学の知的資源や学生の活力をまちづくりに生かすため、市内5
大学と枚方市で構成する「学園都市ひらかた推進協議会」の取り
組みとして、市内の小学生を対象にした大学での学習体験や、特
色ある各大学の専門知識などを生かした生涯学習講座を市民に提
供。また、市内大学と地域との交流を促進し、教育等の分野で学
生と連携した取り組みの推進

540

20.8

4,472

19-② 観光ステーション利用者数

3,726 25,640

-

ひらかた市民大学・子ども大学探検隊に参加し
た市民の人数 指標の説明

イベントの開催など市と市内大学との連携事業に
参加した学生数

産学公連携事業

R1(H31)
単位

目標

【再掲】
市内大学連携・交流事業

27,000

単位

-

27,900

21.2

実績
施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

旧田中家鋳物民俗資料館及び枚方宿鍵屋資料館
の市内小学校の団体入館者数及び資料館職員が
市内小学校に出向いて行う出前講座の受講者数

45.8

4,656

H28
単位

5,150

H27

H27 R1(H31)

19-③ 市と大学との連携事業に参加した市民の人数 19-④ 市と大学との連携事業に参加した学生数

H29H27

35,000

H30

目標

R1(H31)

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

【満足度】
市の観光資源が生かされ、人々の交流が盛んに行われ
ていると感じている市民の割合

【重要度】
地域資源を生かし、人々の交流を盛んにするための施
策が重要だと思う市民の割合

4,994

目標

23.8

H28 H29

実績

44.6

H27

H30

26,300

実績

単位
実績 -

19-① 旧田中家鋳物民俗資料館等と学校教育との連携
行事参加者数

目標

H27 H28

知的資源である大学や市内企業等と連携し、技術革新や新産業の
創出を目指して、本市とひらかた地域産業クラスター研究会、北
大阪商工会議所、学園都市ひらかた推進協議会等の共催により、
産学公連携フォーラムを開催

R1(H31)

R1(H31)

市内の観光情報の発信や、枚方のオリジナルグッ
ズを扱うひらかた観光ステーションにおける購入
者数

指標の説明

0

R1(H31) H27 H28
単位

実績 目標
単位

実績

334 383 255 482 410

H29

1,659 1,738

H29 H30

1,775

H30 R1(H31)

1,906 4,700

20000

30000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
3000

5000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値 目標値

0

5,000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
0

500

1,000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値 目標値
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施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「市の観光資源が生かされ、人々の交流が盛んに行われていると感じている市民の割合」については、平成
27年度の値と比較して0.4ポイント上昇しているものの、目標値の達成には至りませんでした。一方、重要度については、平
成27年度と比較して1.2ポイント下落しています。

・【歴史文化遺産を活用したまちづくりの推進】として、特別史跡百済寺跡再整備事業や文化財保存活用促進事業などに
取り組みました。施策指標「旧田中家鋳物民俗資料館等と学校教育との連携行事参加者数」については、平成28年度以
降目標値に向かって推移しているものの、目標値の達成には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【地域内外の交流機会の創出】として、観光まちづくり推進事業や観光資源発信事業などに取り組みました。施策指標「観
光ステーション利用者数」については、平成28年度から平成29年度にかけて上昇しているものの、平成30年度に下落して
おり、目標値の達成に向けて引き続き取り組みを進める必要があります。

・【産学公の連携による取り組みの推進】として、市内大学連携・交流事業や産学公連携事業などに取り組みました。施策
指標「市と大学との連携事業に参加した市民の人数」については、平成30年度に目標値を達成しています。施策指標「市と
大学との連携事業に参加した学生数」については、平成28年度以降目標値に向かって推移しているものの、目標値の達成
には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要があります。

・【学生のまちづくりへの参画】として、市内大学連携・交流事業などに取り組みました。

　客観的指標の推移については、目標値と逆方向に推移した指標はあるものの、既に目標値を達成した指標や、策定
時の値と比較して上昇している指標もあり、施策全体として見れば一定の成果はあったと考えられます。また、主観
的指標の推移を見ても、満足度については平成27年度と比較して上昇している一方で、重要度については平成27年度
と比較して下落していることから、効率的な事業の執行を図るとともに、より市民の重要度を高めるための取り組み
が必要です。
　施策評価員からは、「既存観光資源は継続して推進するものとし、視点をさらに広げて、ショッピングツーリズム
や医療ツーリズム、遊園地活用などの民間事業者を巻き込んだ施策の可能性を調査してはどうか」、また「学生のま
ちづくりへの参画を推進するためには、中学校、高校在学中にまちづくりに参画する機会を提供することで、関心の
ある学生を育てていくという観点が必要である」との意見をいただいており、今後は、五六市や淀川舟運、天野川の
七夕伝説などの貴重な地域資源をさらに活用するとともに、枚方船着場から枚方宿、枚方市駅周辺地域を面でとら
え、国や他自治体と連携した取り組みや、さらには民間のビジネス展開を主とする取り組みを通じて、地域の活性化
を図ります。また、大学の持つ専門性や学生の活力をまちづくり等に生かすことを目的に、市内5大学で構成している
「学園都市ひらかた推進協議会」の取り組みとして実施している「中高生を対象とした大学体験事業」について、さ
らなる参加者増に向けた取り組みを進めます。

課題や今後の対応
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総括評価シート

28-
①

28-
②

28-
①

28-
①

28-
②

％ → ％ →

団体 件

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

良好なまちなみ形成事業

249

単位

目標

まち美化啓発事業

まちの美化推進及び快適な生活環境の確保を目的に、路上喫煙な
どの迷惑行為防止の啓発や関係条例の周知を、広報、HP等を活用
して行うとともに、各種啓発看板を適宜配布することで、市民の
美化意識の向上を実施

歴史的な街並み景観の保全のため街道沿いに残された貴重な町家
の保全や、歴史的な修景に配慮した一般の建物についても、所有
者等と調整を行い助成金の交付を実施

目標

28-② 修景補助を受けた建物の件数（累計）

【重要度】
美しく魅力あるまち並みを育むための施策が重要だと
思う市民の割合

R1(H31)

41.9 -

指標の説明

R1(H31)

歴史的景観保全地区において市からの修景補助を
受けた建物修景件数 （累計）

2,457

12,014

単位

45

目標
単位

施策の推進に要したすべての費用

62.2

H27 R1(H31)

37

実績

R1(H31)

249

指標の説明

H28

46

実績

28　美しく魅力あるまち並みが育まれるまち

-

H29

-

39.6

実績

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

【満足度】
まちの美化が進んでいると感じている市民の割合

公共場所（駅前・道路・公園等）の美化活動を
行う市民活動団体（アダプトプログラム登録団
体)数

きれいなまちをつくるため、一人ひとりがポイ捨てなどのマナーに反する行為をな
くすとともに、地域の道路・公園などの美化活動を促進するなど、まちの美化に向
けた取り組みを進めます。
美しく快適なまち並みの形成に向けて、里山の景観や枚方宿地区などの歴史的景観
をはじめ、住宅地の景観など地域の特性に応じた魅力あふれる景観づくりを進めま
す。

環境部
都市整備部
土木部

実績

38.9

H27

62.4

公共場所のアダプトプログ
ラム事業

H30

4341210 247221

H29 H27

自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち基本目標

施策目標

R1(H31)

4つの重点的に進める
施策との関係

所
管
部

約２９９５．６万円

事業費（千円）実行計画の事業実績（平成28～30年度）

15,485

取り組みの方向

単位

H28 H30

まちの環境美化を進めるため、アダプトプログラムの参加団体に
対し、清掃用具や花苗の提供及びごみの収集、処理を実施。ま
た、参加団体の拡大に向けた取り組みとして、広報ひらかたやエ
フエムひらかたを活用し、事業の周知を実施

28-① 継続して環境美化活動を行う市民団体数

H27

30

50

H27 H28 H29 H30 R1(H31)
150

250

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値 目標値
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件

28-② 景観アドバイザーより助言を受けた件数（累
計）

指標の説明
建築等に関する計画を進める際に、景観アドバ
イザーより助言を受けた件数（累計）

H27

　客観的指標の推移によると、目標値の達成が厳しい指標はあるものの、施策全体として見れば一定の成果はあった
と考えられます。また、主観的指標の推移を見ても、満足度、重要度のいずれも平成27年度と比較して上昇している
ことから、効率的な事業の執行を図るとともに、取り組みを推進する必要があります。
　今後は、民間事業者に対する協力要請や、枚方市駅の電光掲示板など新たな手法による啓発により、まちの美化に
向けた取り組みを推進するとともに、大学生に向けたアダプトプログラム制度のPRにより登録団体の増加を図りま
す。また、景観アドバイザー制度が活用されるよう積極的に推奨し、美しく快適なまちなみの形成に向けた取り組み
を進めます。

H28 H30

48

課題や今後の対応

単位
H29

実績 目標

R1(H31)

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「まちの美化が進んでいると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較して0.7ポイント上昇
しているものの、目標値の達成には至りませんでした。また、重要度については、平成27年度と比較して0.2ポイント上昇して
います。

・【まちの美化に向けた取り組みの推進】として、まち美化啓発事業や公共場所のアダプトプログラム事業などに取り組みまし
た。施策指標「継続して環境美化活動を行う市民団体数」については、既に目標値を達成しています。

・【地域の特性に応じた魅力あふれる景観づくり】として、良好なまちなみ形成事業などに取り組みました。施策指標「修景補
助を受けた建物の件数」については、目標値に向かって推移しているものの、達成には至っておらず、引き続き取り組みを
進める必要があります。また、「景観アドバイザーより助言を受けた件数」については、策定時の値（8件）と比較して11件増
加しているものの、目標値の達成は厳しい状況です。

12 16 18 19

0

50

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値
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総括評価シート

29-①

29-②
29-③

29-
①

29-
①

29-
①

29-
②

29-
②

29-
③

29-
③

市民等がまちづくりに参画しやすい環境づくりの推進

29  市民との情報の共有化を進めます

5,145

108,249コールセンター事業

施策の推進に要したすべての費用

28,753

行政サービスの向上や行政事務の効率化を図るため、他市の取り
組み事例の調査や、試用版アプリケーション等の活用による効果
測定などを実施し、オープンデータの利活用を促進。また、タブ
レット端末を利用したペーパーレス会議システムを導入し、紙の
使用量抑制や資料紛失等による情報漏洩のリスク低減を実施

取り組みの方向

1,077

市民からの意見を広く聴取し、施策運営に活用していくため、市
政モニターに対するアンケート調査及びインターネットや携帯電
話・スマートフォンを活用したアンケートを実施するなど、さま
ざまな広聴手法を活用した取り組みを推進。「市長への提言」に
ついては、オープンデータとしても公開を開始し、市民との情報
共有を実施

市民サービスの向上及び業務の効率化を図るため、取り次ぎと軽
易な問い合わせに対応するコールセンターを試行的に設置。設置
後は、関係課と受託業者による定例会議で情報共有を図るととも
に、運営体制の見直しを実施。試行の結果、市民からの意見等の
分析、効果検証を経て報告書を作成し、これを基にサービスの拡
充を踏まえた総合コールセンター開設に向けての契約を締結

情報発信力強化事業

予算編成過程等の公表

施策目標

4つの重点的に進める
施策との関係

１　市民、市民団体、事業者、行政が連携し、支えあうまちをつくる

【再掲】
公衆無線LAN環境整備事業

災害時における市民や来訪者の災害関連情報等の収集及び安否情
報の発信手段を確保するため、市民交流センター、メセナひらか
た会館、枚方公園青少年センター、サプリ村野の4拠点での公衆
無線LANの運用を開始。大阪府北部地震等の災害時には、誰でも
認証なしに使用できるよう、開放を実施

基本目標

市民、市民団体、事業者、行政が、ともに地域課題などを共有しながらまちづくりを
進めるため、市政や地域の情報を積極的に提供するとともに人を呼び込むような市の
魅力を市内外へ広く発信するなど、情報発信力の強化を図ります。
情報通信技術を活用しながら、電子自治体の取り組みを推進し、行政サービスの向上
を図ります。
市民からの意見を広く聴取し、取り組みの成果や課題などを市民と共有し、連携・協
力を図りながら、まちづくりを進めます。

広聴機能充実事業

所
管
部

市長公室
総合政策部
総務部
選挙管理員
会事務局

約５億７４７３．４万円

電子自治体推進事業＜オー
プンデータ利活用の促進等
＞

事業費（千円）実行計画の事業実績（平成28～30年度）

0

市政や地域の情報を積極的に提供することを目的とし、実行計画
や予算、市長への提言等について、審議状況や内容を公表。ま
た、広報アドバイザーの活動や戦略会議に係る情報等について
も、必要に応じ、公表を実施

シティプロモーション推進
事業

広報紙を大幅にリニューアルし、より市民に親しみを感じてもら
える紙面づくりに取り組むとともに、市ホームページについても
全面リニューアルを行い、ツイッターやフェイスブックの活用と
あわせ、積極的に市の魅力発信を実施。エフエムひらかたについ
ては、地域密着番組の放送だけでなく、大阪府北部地震等の災害
時には放送を継続して実施するなど、市民への適切な情報提供を
実施

シビックプライドの醸成及び市の魅力向上や定住促進、人口誘導
を図るため、シティプロモーションの方向性をまとめた戦略
（案）を作成。また、平成31年2月にはシティプローモーション
推進プラットホームを構築し、定住に関するテーマで全体会議を
開催

421,796

8,320
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29-
③

％ → ％ →

％ →

件 ％

件 ％ 85.085.6

指標の説明

1,570,245

49.5

単位

市政モニターを対象としたアンケートの回答数／
市政モニター登録者数

48.5

H27

29.8

H29H27

R1(H31)

29-① 市ホームページの年間ユーザー数

期日前投票所環境整備事業

H27

実績

投票機会の拡大と有権者の利便性及び投票率の向上を図ることを
目的として、平成31年4月7日執行の大阪府知事選挙及び大阪府議
会議員選挙から、新たに期日前投票所を9カ所に増設し、期日前
投票所の混雑緩和を実施

実績

17.4 23.4

R1(H31)

37.9

1,394

32.9

R1(H31) -

目標 -

H27R1(H31)

実績

R1(H31)

実績

H29 H30

目標

H28

【満足度】
行政からの情報発信が充実していると感じている市民
の割合

【重要度】
市民との情報の共有化を進めるための施策が重要だと
思う市民の割合

2,536,919

施
策
指
標
の
推
移

（
客
観
的
指
標

）

13,220 15,641

H29

9.3

単位

単位

指標の説明
粗大ごみ戸別収集のインターネット予約受付件数
／粗大ごみ戸別収集の予約受付件数

単位

-

11.8

20,415

市ホームページを年度内に１回以上利用した
ユーザー数

H30

目標

29-② 粗大ごみ戸別収集のインターネット予約受付率

指標の説明

目標
単位

実績
単位

実績目標

H28

H28 H29 H30H27 H28

1,593,167

H27

6.92,189,080 2,670,000

住民票・印鑑証明書・課税証明書・戸籍証明書
のコンビニ交付件数

R1(H31)H30 R1(H31)

22,518 28,230 84.8

H27

84.0 85.2

29-② 住民票等のコンビニ交付件数 29-③ 市政モニターの回答率

指標の説明

13.8 14.8

【満足度】
行政に対し意見を言う場が確保されていると感じてい
る市民の割合

単位
実績 目標

施
策
指
標
の
推
移

（
主
観
的
指
標

）

R1(H31) R1(H31)

9.8

5

25

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

1500000

2500000

H27 H28 H29 H30 R1(H31)

目標値

目標値
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課題や今後の対応

　客観的指標の推移については、いずれも目標値を達成するか、目標値に向かって推移していることから、施策の成果
はあったと考えられます。
一方、主観的指標の推移を見ると、満足度については平成27年度と比較して上昇した指標と下落した指標がありま
す。また、重要度については、平成27年度と比較して下落していることから、効率的な事業の執行を図るとともに、
より市民の満足度及び重要度を高めるための取り組みが必要です。
　施策評価員からは「行政情報へのアクセスのしやすさは、市民がまちづくりに参画するための基本的な要素であるこ
とから、市民目線に立って、積極的に情報の共有化を進めていくべきである」との意見をいただいており、今後も引き
続き、職員の情報発信力を高めるため、庁内に向けた研修の実施や助言・支援を行うとともに、様々なソーシャルメ
ディアを活用し、緊急情報や重要な市政ニュース、市の魅力など様々な情報を発信します。

施策目標に対する主観的指標の推移と取り組みの方向における実績

・主観的指標「行政からの情報発信が充実していると感じている市民の割合」については、平成27年度の値と比較して3.1ポ
イント下落しており、目標値の達成には至りませんでした。また、「行政に対し意見を言う場が確保されていると感じている市民
の割合」については、平成27年度と比較して4.0ポイント上昇しているものの、目標値の達成には至りませんでした。一方、重
要度については、平成27年度と比較して1.0ポイント下落しています。

・【情報発信力の強化】として、情報発信力強化事業やシティプロモーション推進事業などに取り組みました。施策指標「市
ホームページの年間ユーザー数」については、目標値に向かって推移しているものの、達成には至っておらず、引き続き取り
組みを進める必要があります。

・【電子自治体の取り組みを推進した行政サービスの向上】として、電子自治体推進事業などに取り組みました。施策指標
「粗大ごみ戸別収集のインターネット予約受付率」については、既に目標値を達成しています。一方、「住民票等のコンビニ交
付件数」については、目標値に向かって推移しているものの、達成には至っておらず、引き続き取り組みを進める必要がありま
す。

・【市民と連携・協力を図るまちづくりの推進】として、広聴機能充実事業やコールセンター事業などに取り組みました。施策指
標「市政モニターの回答率」については、既に目標値を達成しています。
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